
本学のシンボルマーク

日 本 歯 科 大 学 新 聞2018年（平成30年）２月２８日（１） 第６４８号

入学試験を施行平成
30年

平
成
三
十
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
一
月
中
旬
の
セ
ン

タ
ー
試
験
と
二
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施
行
し
、両
学

部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
本
年
も
同
一
試
験
日
に
、
生
命
歯
学
部
と

新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
な
﹁
全
学
部
入
試
﹂を
実

施
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
入
学
試
験

が
行
わ
れ
た
。

 

両
学
部
の
合
格
者
発
表

   
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

　
平
成
三
十
年
度
の
入
学
試

験
は
例
年
の
よ
う
に
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試

験
と
、
本
学
で
実
施
す
る
一

般
選
抜
試
験
の
二
本
立
て
で

行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
な
「
全
学
部
入

試
」
を
一
般
選
抜
と
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
で
実
施
し

た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
英
語

Ⅰ
・
Ⅱ
一
科
目
、
国
語
・
数

学
の
う
ち
か
ら
一
科
目
、
理

科
（
物
理
・
化
学
・
生
物
の

う
ち
か
ら
選
択
）
一
科
目
、

計
三
科
目
の
学
力
試
験
、
な

ら
び
に
面
接
試
験
を
二
月
一

日
に
実
施
し
、
四
日
に
合
格

者
を
発
表
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
本
学
が
指
定
し
た

科
目
（
二
十
七
年
度
か
ら
外

国
語
は
英
語
が
必
須
）
の
受

験
者
に
対
し
て
、
二
月
五
日

に
生
命
歯
学
部
に
お
い
て
面

接
試
験
を
実
施
し
、
七
日
に

合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
と
も
両
学
部
の

合
格
者
は
、
そ
の
受
験
番
号

を
生
命
歯
学
部
本
館
一
階
の

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
た
。

　
追
っ
て
一
般
選
抜
後
期
入

学
試
験
（
学
力
・
面
接
）
と

セ
ン
タ
ー
利
用
後
期
入
学
試

験
（
面
接
）
は
、
い
ず
れ
も

三
月
四
日
に
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
「
全
学

部
入
試
」
を
以
て
実
施
し
、

三
月
七
日
に
合
格
者
を
発
表

す
る
。

NDU Open Campus 2018
受験者はもちろん、どなたでも参加できます

◇生命歯学部
7/1(日・校友会員対象)、7/22(日・通常)、7/25(水・多摩クリニック見学)、

8/9(木・入試対策)、8/25(土・模擬授業)、9/23(日・附属病院見学)、

10/27～28(土・日・通常・富士見祭)、11/25(日・校友会員対象）

◇新潟生命歯学部
6/9(土・浜浦祭)、6/30(土)、7/25(水)、8/7(火)、8/25(土)、9/29(土）

10：30受付、11：20開始、16：00終了

新潟生命歯学部で実施するＡＯ入試の受験には、オープンキャンパスへの参加が

必須です（前年度の参加も可）。

◇東京短期大学（会場は九段ホールと東京短大）
7/30(月)、7/31(火)、8/24(金）　各日とも午前と午後の部開催

10/27～28(土・日・富士見祭)、12/26(水）13：00～16：00

◇新潟短期大学
5/20(日)、6/10(日・浜浦祭)、7/21(土)、8/2(木)、8/23(木)、10/13(土）

12：30受付、13：00開始、16：00終了

日時：平成30年６月２日（土） 11：00～16：30（予定）
会場：日本歯科大学生命歯学部　富士見ホール・展示室

○メインテーマ『デジタル歯科の最前線』

○基調講演：

 「歯科用ＣＡＤ/ＣＡＭの現状と課題」（仮題）
 高橋　英和　先生
 （ 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科医歯理工学専攻口腔

機材開発工学教授）

○シンポジウム

 「口腔内スキャナーの現状と課題」（仮題）
 堀田　康弘　先生（昭和大学歯学部歯科理工学講座准教授）

 「切削法によるCAD/CAMの現状と課題」（仮題）
 白鳥　沙久良　先生（生命歯学部歯科補綴学第２講座助教）

 「３Ｄプリンターの歯科応用の現状と課題」（仮題）
 石田　祥己　先生（生命歯科学助教）

○学術研究奨励賞受賞講演

○研究・症例発表：ポスター展示

大会長：宮坂　　平（生命歯学部歯科理工学講座教授）

問合先：準備委員長：青木　春美（生命歯学部歯科理工学講座准教授）

 TEL　03-3261-8697　haruaoki@tky.ndu.ac.jp

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の
一

般
Ａ
入
学
試
験
は
、
一
月

二
十
一
日
に
学
力
試
験
と
面

接
試
験
を
実
施
し
た
。
一
般

Ｂ
入
学
試
験
は
三
月
三
日
に

小
論
文
と
面
接
試
験
を
、
歯

科
技
工
学
科
の
一
般
Ｃ
入
学

試
験
は
三
月
二
十
日
に
面
接

試
験
を
実
施
す
る
。

　
新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生

学
科
で
は
、
大
学
入
学
入
試

セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験
を

二
月
五
日
に
、
一
般
選
抜
前

期
入
学
試
験
を
三
月
十
七
日

に
実
施
す
る
。

辞
　
　
令

 

鈴
木
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夫

 

土
持
　
　
眞

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す

る平
成
三
十
年
一
月
一
日

 

本
学

　
平
成
三
十
年
度
歯
学
会
大

会
は
六
月
二
日
、
生
命
歯
学

部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

大
会
長
は
、
歯
科
理
工
学
講

座
の
宮
坂
平
教
授
で
、
準
備

委
員
長
を
同
講
座
の
青
木
春

美
准
教
授
が
務
め
る
。

　
今
回
は
「
デ
ジ
タ
ル
歯
科

の
最
前
線
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
下
表
の
よ
う
に

基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
る
。
準
備
委
員
会

で
は
、
そ
の
企
画
趣
旨
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

…
…
…

　
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）

に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
よ
り

作
製
さ
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

レ
ジ
ン
冠
が
健
康
保
険
に
導

入
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
歯
科
の

臨
床
応
用
へ
の
道
筋
が
明

ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
現
在
の
補
綴
物
作
製
に
用

い
ら
れ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

シ
ス
テ
ム
は
、
石
膏
模
型
の

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ン
か
ら
始

ま
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ

ン
で
は
、
最
終
補
綴
物
の
切

削
加
工
が
行
わ
れ
る
が
、
こ

の
他
に
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
ブ

ロ
ッ
ク
や
ワ
ッ
ク
ス
の
切
削

加
工
に
よ
る
鋳
造
用
パ
タ
ー

ン
の
作
製
な
ど
も
既
に
臨
床

応
用
さ
れ
て
い
る
。
最
新
の

話
題
と
し
て
は
、
口
腔
内
ス

キ
ャ
ナ
ー
や
３
Ｄ
プ
リ
ン

　
新
潟
の
医
科
病
院
で
は
、

昨
年
九
月
か
ら
禁
煙
外
来
を

開
設
し
た
。
診
療
日
は
毎
週

月
曜
日
の
午
後
二
時
か
ら
三

時
ま
で
で
完
全
予
約
制
、
医

科
病
院
の
内
科
医
師
が
交
代

で
担
当
す
る
。

　
本
学
で
の
禁
煙
に
対
す
る

取
組
み
は
、
二
〇
〇
七
年

（
平
成
十
九
）
四
月
か
ら
新

潟
生
命
歯
学
部
の
敷
地
内
全

面
禁
煙
を
実
施
し
て
い
る
。

東
京
で
は
飯
田
橋
駅
前
の
附

属
病
院
は
二
〇
〇
四
年（
平

成
十
六
）
四
月
、
東
京
短
期

大
学
は
二
〇
〇
八
年
九
月
、

富
士
見
の
生
命
歯
学
部
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
二
〇
〇
九
年

（
平
成
二
十
一
）六
月
か
ら
敷

地
内
全
面
禁
煙
を
実
施
し
た
。

　
な
お
東
京
の
附
属
病
院
で

は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
マ

タ
ニ
テ
ィ
歯
科
外
来
、
口
腔

ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
と
と
も
に

禁
煙
外
来
を
開
設
し
、
禁
煙

に
む
け
て
支
援
し
て
い
る
。

歯
学
会
大
会
　
６
月
２
日
に
東
京
で
開
催

平成30年度歯学会大会のご案内

﹁
試
験
開
始
﹂
の
合
図
で
、
試
験
問
題
に

　
取
り
組
む
受
験
者
た
ち

タ
ー
の
歯
科
応
用
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　
そ
こ
で
今
回
の
歯
学
会
大

会
で
は
、
各
社
の
製
品
が
ほ

ぼ
出
そ
ろ
っ
た
感
の
あ
る
口

腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
現
状
と
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
歯
科
応
用

の
途
上
に
あ
る
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
に
よ
る
積
層
造
形
法
の

現
状
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
歯
科
の
未
来
を
予

測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

企
画
を
立
案
し
た
。

新
潟
・
医
科
病
院
に
禁
煙
外
来
お
く



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６４８号2018年（平成30年）２月２８日

“住み慣れた街で生きる”を支援する

東京・多摩クリニック記念誌を刊行

新
潟
で
「
健
康
麺
」
の
試
食
会

日
本
歯
科
大
学
新
聞 

第
３
号
／
第
４
号

　
本
紙
六
四
七
号
で
も
既
報

の
よ
う
に
、
東
小
金
井
の
多

摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
開
設
五
周

年
を
迎
え
、
昨
年
十
月
に

『
日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク
開
設
５
周
年
記
念
誌
』

を
刊
行
し
、
関
係
者
と
関
係

機
関
な
ど
に
配
付
し
た
。

　
同
記
念
誌
は
Ｂ
５
判

一
〇
二
頁
で
、
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク
開
設
五
年
間
の
受
診

状
況
や
ス
タ
ッ
フ
の
業
績
、

外
来
診
療
や
地
域
基
幹
病
院

と
の
連
携
、
在
宅
訪
問
診
療

な
ど
、
現
在
の
取
り
組
み
を

掲
載
し
て
い
る
。

　
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
取
り

組
み
と
し
て
、「〝
住
み
慣
れ

た
街
で
生
き
る
”
を
支
援
す

る
～
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
現
場
か
ら
」
と
題
し
、

『
デ
ン
タ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
』
誌
の
二
〇
一
七
年
一
月

号
～
六
月
号
に
連
載
さ
れ
た

記
事
を
転
載
し
て
い
る
。

「
〝
食
べ
る
”
を
支
え
る
口

腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多

摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
取
り
組

み
」
を
表
題
に
、「
地
域
に

は
、
咀
嚼
障
害
や
嚥
下
障
害

を
抱
え
た
ま
ま
暮
ら
し
て
い

る
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
高

齢
者
が
い
る
。
住
み
慣
れ
た

家
で
『
生
き
き4

る
』
た
め
に

最
も
重
要
な
こ
と
は
『
食
べ

き4

る
』
こ
と
で
あ
る
。
食
べ

る
こ
と
は
生
活
の
基
本
で
あ

り
、
食
べ
続
け
る
こ
と
を

実
践
で
き
る
こ
と
が
、
家
で

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
基
本

条
件
で
あ
る
」
と
、
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化

し
た
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
実

践
す
る
「
地
域
で
食
べ
る
を

支
え
る
」
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。

　
三
月
十
三
日
か
ら
六
月

十
七
日
ま
で
上
野
の
国
立
科

学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
特

別
展
「
人
体
～
神
秘
へ
の
挑

戦
」
に
、
新
潟
生
命
歯
学
部

解
剖
学
第
一
講
座
か
ら
人
体

標
本
、
医
の
博
物
館
か
ら
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
医
書
な
ど

を
出
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
特
別
展
は
国
立
科
学
博

物
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
朝
日
新
聞

社
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

人
体
研
究
の
歴
史
は
、
科
学

の
縮
図
と
の
見
地
か
ら
、
人

体
理
解
の
歴
史
、
そ
し
て
現

在
、
将
来
の
三
章
の
展
示

ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
医
の
博
物
館
か
ら
出
展
し

た
の
は
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の

『
血
液
循
環
論
』
よ
り
前

に
刊
行
さ
れ
、
上
腕
部
の

拍
動
で
血
液
の
流
れ
を
図

示
し
た
フ
ァ
ブ
リ
シ
ウ
ス

の
『
解
剖
学
と
外
科
学
』

（
一
六
二
四
年
）、
ア
ル
ビ

ヌ
ス
の
『
人
体
筋
骨
格
図

譜
』（
一
七
四
九
年
）
な
ど
。

　
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
著
書
は
、

お
よ
そ
タ
テ
75
×
ヨ
コ
54
×

超
大
型
本
で
、
銅
版
画
に
よ

る
最
も
美
し
い
解
剖
図
譜
と

言
わ
れ
て
い
る
。

国
立
科
学
博
物
館
に
出
展

医
の
博
物
館
か
ら
標
本
と
古
医
書

　
新
潟
生
命
歯
学
部
食
育
・

健
康
科
学
講
座
の
中
野
智
子

客
員
教
授
は
、
新
潟
県
の
食

材
を
使
っ
た
食
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
た

び
新
潟
県
産
の
玄
米
粉
な
ど

を
使
っ
た
「
健
康
麺
」
を
開

発
し
た
。
ホ
テ
ル
日
航
大
阪

や
ホ
テ
ル
日
航
新
潟
な
ど
の

協
力
で
製
造
し
た
麺
の
試
食

会
が
、
二
月
二
十
二
日
に
八

号
館
一
階
の
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
で
開
か
れ
た
。

　
麺
は
新
潟
県
産
の
小
麦
粉

と
長
岡
地
域
産
の
玄
米
粉
を

使
い
、
骨
や
歯
の
健
康
維
持

に
大
切
な
亜
鉛
を
生
地
に
練

り
込
ん
だ
。
中
野
客
員
教
授

が
開
発
し
た
「
健
康
麺
」
は

栄
養
面
に
優
れ
る
だ
け
で
な

く
、
咀
嚼
を
促
す
食
感
が
あ

る
。
試
食
会
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
太
さ
の
麺
を
使
い
、
ラ
ー

メ
ン
や
ジ
ヤ
ー
ジ
ヤ
ー
麺
な

ど
を
提
供
し
た
。

　
健
康
麺
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
は
今
後
、
新
潟
生
命

歯
学
部
の
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
や
ホ
テ
ル
日
航
新
潟

で
も
提
供
さ
れ
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
新
聞
第

三
号
は
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
十
二
月
一
日

に
、
同
四
号
は
二
十
四
年
二
月

十
日
に
発
行
さ
れ
た（
次
頁
）。

編
集
人
兼
発
行
人
の
仁
科
淑

先
生
は
昭
和
二
十
六
年
卒
業

で
、
第
四
十
回
卒
。
当
時
は

旧
制
日
本
歯
科
医
学
専
門
学

校
の
二
年
生
で
、
卒
業
後
は

静
岡
で
開
業
さ
れ
た
。

　
第
三
号
の
ト
ッ
プ
記
事

は
、「
第
一
回
学
術
会
議
撰

挙
始
る
」
の
見
出
し
で
、
山

崎
清
教
授
が
日
本
学
術
会
議

会
員
に
立
候
補
し
た
こ
と
を

報
じ
て
い
る
。
ま
た
「
全
学

連
に
加
盟
」
や
歯
科
医
師
国

家
試
験
関
連
、「
日
本
歯
科

大
学
学
会
発
足
」
の
見
出
し

で
歯
学
会
が
誕
生
し
た
こ
と

な
ど
の
記
事
が
あ
る
。

　
な
お
同
号
で
は
、「
本
校

復
興
状
況
」
と
題
し
、
次
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
校
復
興
状
況

　
戦
前
東
洋
一
の
設
備
と
、

近
代
建
築
の
先
端
を
語
る
、

ス
タ
イ
ル
の
美
し
さ
を
誇
つ

て
居
た
日
歯
病
院
も
戦
災
に

よ
り
完
全
に
焼
け
た
だ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
か
く
の

み
を
残
し
て
チ
ユ
ー
ブ
は
曲

り
、
窓
わ
く
は
落
ち
室
内
は

ガ
ラ
ス
片
と
焼
け
た
ユ
ニ
ッ

ト
椅
子
、
各
種
機
械
と
そ
の

惨
状
は
全
く
回
復
の
見
込
み

な
き
に
ま
で
い
た
つ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
併
し
学
校
当
局
及
校
友
の

努
力
に
よ
つ
て
、
ガ
ラ
ス
一

枚
残
し
て
居
ら
な
か
つ
た
病

院
の
ガ
ラ
ス
全
部
を
入
れ
、

タ
イ
ル
の
割
れ
を
修
復
、
内

外
の
化
粧
が
終
つ
た
の
は
、

廿
一
年
五
月
（
当
時
東
京
で

の
ビ
ル
デ
ン
グ
復
興
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
あ
つ
た
）
で
あ

つ
た
。
そ
の
後
、
病
院
内
の

各
設
備
及
び
、
鉄
骨
の
み
と

な
つ
た
、
病
院
横
の
講
堂
の

実
験
室
へ
の
転
換
、
復
興
、

表
事
務
所
の
新
設
と
着
々
進

み
、
以
上
の
専
門
部
関
係
以

外
、
小
金
井
の
予
科
の
新
設

と
現
在
、
完
全
に
復
興
終
つ

て
、
全
設
備
は
、
か
へ
つ
て

更
新
さ
れ
た
為
め
戦
前
以
上

の
機
能
を
発
揮
そ
の
壮
観
は

来
院
者
の
目
を
み
は
ら
し
め

て
い
る
。（
後
略
）

　
　
　
　
　
＊

　
第
四
号（
次
頁
）で
は
「
本

学
完
成
委
員
会
」
か
ら
の
中

間
報
告
が
あ
る
。「
戦
後
初
の

歯
科
医
の
渡
米
」
の
見
出
し

で
、
財
団
法
人
日
本
歯
科
大

学
の
理
事
佐
藤
精
先
生
（
第

十
六
回
卒
）が
、ア
メ
リ
カ
の

歯
科
医
学
と
歯
科
教
育
視
察

の
た
め
渡
米
し
た
と
報
じ
た
。

　
そ
し
て
「
歯
科
学
の
新
し

き
発
展
」
と
、
電
子
顕
微
鏡

が
本
学
に
設
置
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
校
章
が
「
歯
大
」

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
第
四
号
下
段
に
は
、「
昭

和
二
十
四
年
度
財
団
法
人
日

本
歯
科
大
学
学
生
募
集
」
の

募
集
公
告
が
あ
る
。
理
科
を

専
修
し
た
旧
制
高
等
学
校

卒
業
生
ら
は
、
こ
の
年
、

一
九
四
九
年
に
旧
制
の
日
本

歯
科
大
学
歯
学
部
へ
入
学
し
、

四
年
後
の
一
九
五
三
年
（
昭

和
二
十
八
）
に
大
学
第
一
期

生
と
し
て
卒
業
し
た
（
本
学

通
算
第
四
十
二
回
卒
）。

　
同
じ
募
集
欄
で
は
、
大
学

予
科
と
日
本
歯
科
医
学
専
門

学
校
の
二
年
次
編
入
学
生
の

募
集
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
新
制
大
学
設
置
に
向
け
て

一
九
四
八
年
四
月
に
「
日
本

歯
科
大
学
完
成
委
員
会
」
を

設
け
て
基
金
を
募
り
、
学
内

諸
設
備
の
充
実
を
図
っ
た
。

下
段
で
は
、
委
員
長
の
青
木

貞
亮
教
授
が
「
校
友
各
位
」

と
題
し
、「
歯
学
教
育
基
準

に
基
き
校
舎
教
室
の
拡
充
、

内
容
の
整
備
、
充
実
を
完
了

し
以
て
本
科
の
認
可
を
得
ね

ば
な
ら
ぬ
本
年
三
月
も
目
睫

に
緊
迫
致
し
て
参
り
ま
し

た
。
…
申
す
迄
も
な
く
大
学

完
成
は
吾
等
委
員
は
勿
論
、

五
千
の
校
友
、
母
校
の
名
誉

に
か
け
実
現
す
べ
き
で
あ
り

ま
す
（
後
略
）
」
と
本
学
校

友
に
対
し
、
な
お
一
層
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

「住み慣れた街で生きる」ことを支援する口腔リハビリ
テーション多摩クリニックの活動をまとめた記念誌

開設５周年記念のハンドタオル
“食べる”の書は草間吉夫・元高萩市長

健康麺の試食会を報じる「新潟日報」
2018年２月23日付朝刊32面（部分）新潟日報社提供

さまざまに調理した麺の食感を味わう学生たち

昭和11年（1936）に竣工した旧附属病院の
西北側外観。山口文象設計による白いタイ
ル貼りの病院は、昭和モダニズムを代表す
る建築といわれた

昭
和
23
年
12
月
制
定

「
歯
大
」
の
校
章

昭
和
30
年
代
ま
で
使
用

昨
年
10
月
刊
行
の
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
５
周
年
記
念
誌



（３） 　　　第６４８号日 本 歯 科 大 学 新 聞2018年（平成30年）２月２８日



日 本 歯 科 大 学 新 聞2018年（平成30年）２月２８日 （４）第６４８号

新
潟
病
院
コ
ン
サ
ー
ト

　
新
潟
病
院
と
医
科
病
院
で

は
、
第
六
回
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
昨
年
十
二
月
七
日

に
開
催
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
二
重
奏
は
、
新
潟
で
Ａ
Ｒ

Ｏ
Ｓ  

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
な
ど
で
活
躍

す
る
庄
司
愛
さ
ん
と
佐
々
木

友
子
さ
ん
。
お
二
人
と
も
桐

朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
の
出

身
で
、
庄
司
さ
ん
は
前
年
に

続
き
二
度
目
の
出
演
と
な
る
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
森
み
さ

き
准
教
授
（
総
合
診
療
科
）

の
司
会
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
映
画
音
楽
の
「
ム
ー
ン
リ

バ
ー
」
な
ど
、
美
し
い
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
調
べ
が
ロ
ビ
ー

に
響
き
わ
た
っ
た
。
ア
ン

コ
ー
ル
演
奏
の
あ
と
、
寺
田

員
人
教
授
（
矯
正
歯
科
）
か

ら
花
束
が
手
渡
さ
れ
た
。

東
京
病
院
コ
ン
サ
ー
ト

　
東
京
の
附
属
病
院
で
は

十
二
月
二
十
五
日
に
恒
例
の

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
演
奏
は
生
命
歯
学
部
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
部
員
と
阿
部
恵
一

講
師
（
同
部
顧
問
）・
滑
川

初
枝
講
師
（
総
合
診
療
科
）

と
の
構
成
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
定
番
曲
を
は
じ
め
、
冬
の

名
曲
か
ら
映
画
音
楽
ま
で
幅

広
い
曲
目
が
演
奏
さ
れ
た
。

　
今
年
で
九
年
目
を
迎
え
た

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
患
者
さ
ん

も
多
く
、数
か
月
前
か
ら
開
催

の
日
時
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
が
頻
繁
に
寄
せ
ら
れ
た
。

　
当
日
は
二
十
五
日
の
ク
リ

ス
マ
ス
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
素
敵
な
演
奏
に
ク
リ

ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
存
分
に
味

わ
っ
た
。

　
創
立
者
の
中
原
市
五
郎
先

生
は
、
長
野
県
駒
ヶ
根
市
の

出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

元
紙
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
の

「
東
京
の
信
州
」
と
題
し
、

そ
の
業
績
を
特
集
し
た
。
記

事
は
、
昨
年
十
二
月
十
日
の

同
紙
朝
刊
三
十
六
面
に
掲
載
。

　
中
原
泉
理
事
長
・
学
長

は
、
記
者
の
取
材
に
応
え

て
、
創
立
者
が
黎
明
期
の
日

本
の
歯
科
界
に
果
た
し
た
業

績
と
、
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医

学
の
教
育
と
研
究
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　
ま
た
新
潟
生
命
歯
学
部
で

は
、
医
の
博
物
館
の
佐
藤
利

英
准
教
授
が
、
一
世
紀
以
上

前
に
先
生
が
開
発
し
た
中
原

式
咬
合
器
の
先
見
性
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。

中
原
市
五
郎
先
生
の
業
績

信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載

　
本
学
は
二
〇
一
四
年
か
ら

『
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
』
を
開

設
し
、
将
来
の
再
生
医
療
に

利
用
す
る
た
め
の
患
者
の
歯

髄
細
胞
を
、
体
外
で
増
や
し

て
保
管
す
る
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

　
生
命
歯
学
部
発
生
・
再
生

医
科
学
講
座
の
望
月
真
衣
大

学
院
生
と
中
原
貴
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま

で
幹
細
胞
の
培
養
に
必
要

だ
っ
た
ウ
シ
の
血
清
（
Ｆ
Ｂ

Ｓ
）
を
使
わ
ず
に
、
歯
髄
か

ら
の
幹
細
胞
分
離
と
大
量
培

養
に
成
功
し
た
。
プ
リ
オ
ン

や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

や
異
種
タ
ン
パ
ク
に
よ
る
免

疫
反
応
が
な
い
安
全
な
再
生

医
療
の
提
供
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｂ
Ｓ
を
使
用
せ
ず
、
幹

細
胞
の
能
力
や
染
色
体
安

定
性
を
損
な
う
こ
と
な
く

歯
髄
細
胞
の
大
量
生
産
に
成

功
し
た
こ
の
た
び
の
研
究

は
、
英
国
の
幹
細
胞
専
門

誌
『Stem

 Cell Research 
&

 Therapy

』（
二
〇
一
八

年
二
月
三
日
）
に
掲
載
さ
れ

た
。

　
第
三
十
六
回
日
本
ヒ
ト
細

胞
学
会
学
術
集
会
は
、
生
命

歯
学
部
発
生
・
再
生
医
科
学

講
座
の
中
原
貴
教
授
を
大
会

長
に
八
月
四
・
五
日
、
本
学

生
命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。

　
日
本
ヒ
ト
細
胞
学
会
は
、

ヒ
ト
や
実
験
動
物
の
細
胞
・

組
織
・
遺
伝
子
を
対
象
と
し

て
、
Ｅ
Ｓ
／
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や

組
織
幹
細
胞
、
再
生
医
療
研

究
に
つ
い
て
、
医
学
、
歯

学
、
薬
学
な
ど
の
総
合
的
な

学
術
研
究
を
行
っ
て
い
る
研

究
者
の
団
体
で
、
今
回
が
初

め
て
「
歯
科
」
が
主
催
す
る

学
術
集
会
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
生
命

科
学
を
に
な
う
医
科
と
歯
科

の
融
合
」
で
、
一
般
演
題
や

教
育
講
演
、
特
別
講
演
、
招

請
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
ほ
か
、
日
本
口
腔
組

織
培
養
学
会
と
の
協
賛
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
ヒ
ト
細
胞
研
究

－

基
礎
か
ら
臨
床
へ
」
を

開
催
す
る
。

　
ま
た
八
月
五
日
の
午
前
中

に
、
歯
科
医
師
を
対
象
と
し

た
「
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
実
際
の

細
胞
培
養
の
見
学
な
ど
も
企

画
し
て
い
る
。

◆平成30年度　ポストグラデュエート・コースのご案内◆
　平成30年度ポストグラデュエート・コースは、以下のとおりです。臨床に即した興味深いテーマを企画いたしました。

　奮ってご参加ください。

コース 日　程 テーマ 担　当

Ａ
（生命歯学部）

１日コース
７月５日（木） オーラルフレイルの概念と対応

口腔リハビリテーション多摩クリニック

附属病院 口腔リハビリテーション科

Ｂ
（生命歯学部）

１日コース
７月21日（土）

ＧＴＲ法・エムドゲイン®ゲル・リグロス®によ

る歯周組織再生療法

～理論と実践～

生命歯学部 歯周病学講座

附属病院 総合診療科

Ｃ
（新潟生命歯学部）

１日コース
９月２日（日）

これから始めるマイクロスコープ診療

―マイクロエンド初級―

新潟生命歯学部 歯科保存学第１講座

生命歯学部 歯科保存学講座

Ｄ
（生命歯学部）

２日コース

９月29日（土）
　　30日（日）

小児から大人まで歯科医院で取り組む 痛みと

動きのコントロール

―顎口腔顔面部に特化した筋膜組織の解剖実習

付き２日間コース―

生命歯学部 解剖学第１講座

生命歯学部 小児歯科学講座

附属病院 顎関節症診療センター

※詳細は、５月発行の『校友会・歯学会会報』同封の冊子【平成30年度ポストグラデュエート・コースのお知らせ】に掲載

  募集開始は各コースとも６月２日（土）、締切は、Ａコース：６月18日（月）、Ｂコース：６月25日（月）、Ｃコース：８月６日（月）、

　Ｄコース：８月27日（月）

　ＦＡＸまたはホームページにてお申し込みください。

※Ｃコースは平成28年度、29年度に開催されたコースと同様の内容です。

　より多くの先生方が受講できるよう、初めての方のお申し込みを優先させていただきます。

ク
リ
ス
マ
ス
・
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

新
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東京　発生・再生医科学

幹細胞の培養、歯髄から血清なしで成功

イギリスの専門誌“Stem Cell Reseach & Theraphy”

（2018年2月3日）に掲載された望月大学院生らの論文

タイトル。本成果は、日本歯科新聞（2018年1月30日付）

などでも紹介された。 
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